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テーマコード（参考）
　２Ｅ００１

(57)【要約】　      （修正有）
【課題】主に、断熱材本体の変形による隙間に起因する 
断熱性能の低下を防止し得るようにする。
【解決手段】Ｃ字断面をした金属製の間柱を断熱する柱 
用断熱材３に関する。
有機系素材で形成され、室内側１４に開口する間柱の開 
口部から間柱の内側へ挿入配置可能な幅寸法の第一部分 
２１ａを有して、間柱に沿い上下方向Ｚに延びる断熱材 
本体２１と、
断熱材本体２１の間柱から室内側１４へ突出する第二部 
分２１ｂに、間柱の開口部の両側へ張出すように形成さ 
れて、間柱に対し、挿入方向２２に係止可能な開口係止 
部２３と、
断熱材本体２１の間柱内の第一部分２１ａに形成されて 
、間柱の奥面に突当てられる裏当部２４と、を有する。
断熱材本体２１は、側面２１ｃに、第一部分２１ａの一 
部の幅寸法を、間柱の開口部の幅寸法よりも部分的に広 
くしたカシメ固定部２５を有する。
【選択図】図６

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全19頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｃ 字 断 面 を し た 金 属 製 の 間 柱 を 断 熱 す る 柱 用 断 熱 材 で あ っ て 、
　 有 機 系 素 材 で 形 成 さ れ 、 室 内 側 に 開 口 す る 前 記 間 柱 の 開 口 部 か ら 前 記 間 柱 の 内 側 へ 挿 入  
配 置 可 能 な 幅 寸 法 の 第 一 部 分 を 有 し て 、 前 記 間 柱 に 沿 い 上 下 方 向 に 延 び る 断 熱 材 本 体 と 、
　 前 記 断 熱 材 本 体 の 前 記 間 柱 か ら 前 記 室 内 側 へ 突 出 す る 第 二 部 分 に 、 前 記 間 柱 の 前 記 開 口  
部 の 両 側 へ 張 出 す よ う に 形 成 さ れ て 、 前 記 間 柱 に 対 し 、 挿 入 方 向 に 係 止 可 能 な 開 口 係 止 部  
と 、
　 前 記 断 熱 材 本 体 の 前 記 間 柱 内 の 前 記 第 一 部 分 に 形 成 さ れ て 、 前 記 間 柱 の 奥 面 に 突 当 て ら  
れ る 裏 当 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 断 熱 材 本 体 は 、 側 面 に 、 前 記 第 一 部 分 の 一 部 の 幅 寸 法 を 、 前 記 間 柱 の 前 記 開 口 部 の  
幅 寸 法 よ り も 部 分 的 に 広 く し た カ シ メ 固 定 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 柱 用 断 熱 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 柱 用 断 熱 材 で あ っ て 、
　 前 記 カ シ メ 固 定 部 は 、 前 記 断 熱 材 本 体 に 複 数 設 け ら れ 、
　 複 数 の 前 記 カ シ メ 固 定 部 は 、 １ つ が 、 他 の 前 記 カ シ メ 固 定 部 よ り も 幅 寸 法 が 広 い 広 幅 固  
定 部 と さ れ て 、 前 記 断 熱 材 本 体 の 中 央 部 以 外 の 位 置 に 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 間 柱 は 、 前 記 開 口 部 の 前 記 広 幅 固 定 部 と 合 致 す る 位 置 に 、 前 記 広 幅 固 定 部 を 収 容 す  
る 広 幅 受 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 柱 用 断 熱 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 柱 用 断 熱 材 で あ っ て 、
　 前 記 カ シ メ 固 定 部 は 、 前 記 断 熱 材 本 体 の 上 端 部 の 近 傍 と 、 下 端 部 の 近 傍 と の ２ 箇 所 に 設  
け ら れ 、
　 前 記 広 幅 受 部 は 、 前 記 間 柱 の 上 端 部 の 近 傍 お よ び 下 端 部 の 近 傍 の う ち の 少 な く と も 一 方  
に お け る 、 前 記 広 幅 固 定 部 と 合 致 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 柱 用 断 熱 材  
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 柱 用 断 熱 材 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 住 宅 な ど の 建 物 は 、 断 熱 性 を 持 た せ る た め に 、 壁 の 内 部 に 断 熱 材 を 設 置 し て い る （ 例 え  
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 断 熱 材 は 、 壁 の 内 部 に 設 置 さ れ る 柱 の 内 側 に 対 し て も 取 付 け ら れ  
て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ９ ６ １ ２ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 柱 の 内 側 に 、 例 え ば 、 グ ラ ス ウ ー ル な ど の よ う な 、 形 状 保 持 性 が な く 変 形 容 易 で 、 一 定  
の 形 状 に 定 ま ら な い 断 熱 材 を 設 置 し た 場 合 、 断 熱 材 が 変 形 し て 柱 と の 間 に 隙 間 が で き る と  
、 断 熱 性 能 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 し た 問 題 点 の 改 善 に 寄 与 す る こ と を 主 な 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 に 対 し て 、 本 発 明 は 、
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　 Ｃ 字 断 面 を し た 金 属 製 の 間 柱 を 断 熱 す る 柱 用 断 熱 材 で あ っ て 、
　 有 機 系 素 材 で 形 成 さ れ 、 室 内 側 に 開 口 す る 前 記 間 柱 の 開 口 部 か ら 前 記 間 柱 の 内 側 へ 挿 入  
配 置 可 能 な 幅 寸 法 の 第 一 部 分 を 有 し て 、 前 記 間 柱 に 沿 い 上 下 方 向 に 延 び る 断 熱 材 本 体 と 、
　 前 記 断 熱 材 本 体 の 前 記 間 柱 か ら 前 記 室 内 側 へ 突 出 す る 第 二 部 分 に 、 前 記 間 柱 の 前 記 開 口  
部 の 両 側 へ 張 出 す よ う に 形 成 さ れ て 、 前 記 間 柱 に 対 し 、 挿 入 方 向 に 係 止 可 能 な 開 口 係 止 部  
と 、
　 前 記 断 熱 材 本 体 の 前 記 間 柱 内 の 前 記 第 一 部 分 に 形 成 さ れ て 、 前 記 間 柱 の 奥 面 に 突 当 て ら  
れ る 裏 当 部 と 、 を 有 し 、
　 前 記 断 熱 材 本 体 は 、 側 面 に 、 前 記 第 一 部 分 の 一 部 の 幅 寸 法 を 、 前 記 間 柱 の 前 記 開 口 部 の  
幅 寸 法 よ り も 部 分 的 に 広 く し た カ シ メ 固 定 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 構 成 に よ っ て 、 断 熱 材 本 体 の 変 形 に よ る 隙 間 に 起 因 す る 断 熱 性 能  
の 低 下 を 防 止 す る こ と な ど が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に か か る 柱 用 断 熱 材 を 使 用 す る 建 物 （ 建 物 ユ ニ ッ ト ） の 全 体 斜 視 図  
で あ る 。
【 図 ２ 】 柱 用 断 熱 材 を 設 置 す る 間 柱 に 内 壁 が 取 付 け ら れ る 様 子 を 示 す 、 建 物 ユ ニ ッ ト の 屋  
外 側 の 側 面 を 室 内 側 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 間 柱 の 下 側 部 分 に 対 し て 下 側 の 柱 用 断 熱 材 を 取 付 け る 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 柱 用 断 熱 材 を 横 に し て 側 方 か ら 見 た 部 品 図 （ 側 面 図 ） で あ る 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 図 ４ の 柱 用 断 熱 材 に お け る 、 カ シ メ 固 定 部 の 位 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。 （  
ｂ ） は 図 ４ の 柱 用 断 熱 材 に お け る 、 広 幅 固 定 部 の 位 置 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 柱 用 断 熱 材 の 上 端 部 の 周 辺 の カ シ メ 固 定 部 を 示 す 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 間 柱 の 概 略 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 間 柱 の 上 端 部 を 室 内 側 か ら 見 た 部 分 拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 間 柱 の 部 品 図 で あ る 。 （ ａ ） は 全 体 正 面 図 、 （ ｂ ） は 全 体 側 面 図 、 （ ｃ ） は 上 端  
部 の 部 分 拡 大 側 面 図 、 （ ｄ ） は 下 端 部 の 部 分 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 間 柱 に 柱 用 断 熱 材 を 装 着 し た 状 態 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。 （ ａ ） は カ シ メ 固 定  
部 の 位 置 の 断 面 図 、 （ ｂ ） は 広 幅 固 定 部 の 位 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 間 柱 に 断 熱 材 と し て グ ラ ス ウ ー ル を 取 付 け た 比 較 例 を 示 す 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 別 の 比 較 例 に か か る 、 有 機 系 素 材 で 形 成 し た 断 熱 材 の 部 品 図 で あ る 。 （ ａ ） は  
全 体 正 面 図 、 （ ｂ ） は 全 体 側 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） の 端 面 図 、 （ ｄ ） は （ ｂ ） の 端 面 図 で  
あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の 別 の 比 較 例 の 断 熱 材 を 間 柱 に 取 付 け た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ ～ 図 １ ３ は 、 こ の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る た め の も の で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ＜ 構 成 ＞ 以 下 、 こ の 実 施 例 の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 建 物 １ に 取 付 け ら れ た 間 柱 ２ を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ２ は 、 こ の 間 柱 ２ を 別 の  
角 度 か ら 見 た 部 分 拡 大 斜 視 図 で あ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 間 柱 ２ を 柱 用  
断 熱 材 ３ に よ っ て 断 熱 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 実 施 例 の 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 図 ３ （ ～ 図 ６ ） に 示 す よ う な も の で あ る 。 柱 用 断 熱 材 ３  
は 、 金 属 製 の 中 空 の 柱 部 材 に 設 置 し て 、 柱 部 材 を 断 熱 す る 部 材 で あ る 。 こ の 実 施 例 で は 、  
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柱 用 断 熱 材 ３ は 、 柱 部 材 と し て 間 柱 ２ を 断 熱 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 間 柱 ２ は 、 図 ３ 、 図 ７ （ ～ 図 ９ ） に 示 す よ う な も の で あ る 。 間 柱 ２ は 、 上 下 方 向 Ｚ に 延  
び て 、 建 物 １ の 床 梁 ４ と 天 井 梁 ５ と の 間 に 設 置 さ れ 、 床 梁 ４ と 天 井 梁 ５ と を 連 結 す る 長 尺  
の 縦 部 材 で あ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 間 柱 ２ に は 、 図 ３ 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 柱 用 断 熱 材  
３ が 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 建 物 １ は 、 ど の よ う な 構 造 の も の で あ っ て も 良 い が 、 例 え ば 、 ユ ニ ッ ト 建 物 と し て も 良  
い 。 ユ ニ ッ ト 建 物 は 、 予 め 工 場 で 製 造 し た 直 方 体 状 の 建 物 ユ ニ ッ ト ８ を 建 築 現 場 へ 輸 送 し  
て 、 建 築 現 場 で 組 み 立 て る こ と に よ り 、 短 期 間 の う ち に 構 築 で き る よ う に し た 建 物 １ で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 ユ ニ ッ ト 建 物 に 使 わ れ る 直 方 体 状 の 建 物 ユ ニ ッ ト ８ は 、 内 部 に 骨 格  
と な る ボ ッ ク ス ラ ー メ ン 構 造 の ユ ニ ッ ト フ レ ー ム を 備 え て い る 。 ユ ニ ッ ト フ レ ー ム は 、 ４  
本 の 柱 ６ と 、 ４ 本 の 床 梁 ４ と 、 ４ 本 の 天 井 梁 ５ と 、 で 構 成 さ れ る 。 ４ 本 の 床 梁 ４ は 、 ４ 本  
の 柱 ６ の 上 端 間 を 矩 形 状 に 連 結 す る 。 ４ 本 の 天 井 梁 ５ は 、 ４ 本 の 柱 ６ の 上 端 間 を 矩 形 状 に  
連 結 す る 。 ４ 本 の 床 梁 ４ で 構 成 さ れ る 矩 形 状 の 床 枠 の 内 部 に は 、 床 根 太 ４ ａ が 設 置 さ れ 、  
床 根 太 ４ ａ の 上 面 に は 、 床 枠 を 覆 う よ う に 床 板 ４ ｂ が 取 付 け ら れ る 。 ４ 本 の 天 井 梁 ５ で 構  
成 さ れ る 矩 形 状 の 天 井 枠 の 内 部 に は 、 天 井 小 梁 ５ ａ が 設 置 さ れ 、 天 井 小 梁 ５ ａ の 下 面 に は  
、 天 井 枠 を 覆 う よ う に 天 井 板 ５ ｂ が 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 間 柱 ２ は 、 少 な く と も 、 建 物 ユ ニ ッ ト ８ の 屋 外 側 １ １ と な る 面 に 対 し て 、 間 隔  
を 有 し て 複 数 本 取 付 け ら れ る 。 間 柱 ２ は 、 一 対 の 柱 ６ の 間 に 、 柱 ６ か ら 離 し て 設 置 さ れ る  
も の と 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 柱 ６ の 側 部 に ほ ぼ 当 接 状 態 で 設 置 さ れ る も の （ コ ー ナ ー 間 柱  
２ ａ ） と が あ る 。 な お 、 屋 外 は 、 建 物 １ の 外 周 面 よ り も 外 に な る 部 分 で あ る 。 建 物 ユ ニ ッ  
ト ８ の 場 合 、 屋 外 側 １ １ は 、 隣 接 す る 建 物 ユ ニ ッ ト ８ の な い 側 面 の 外 側 と な り 、 室 内 側 １  
４ は 、 建 物 ユ ニ ッ ト ８ の 内 側 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 間 柱 ２ は 、 主 に 、 建 物 １ に 外 壁 ７ を 取 付 け る の に 使 用 さ れ て い る 。 外 壁 ７ は 、 例 え  
ば 、 外 壁 パ ネ ル と さ れ る 。 こ の 実 施 例 で は 、 外 壁 ７ は 、 建 物 ユ ニ ッ ト ８ の 長 辺 方 向 Ｘ の 側  
面 に 沿 っ て 設 置 さ れ る 。 外 壁 ７ は 、 建 物 ユ ニ ッ ト ８ の 短 辺 方 向 Ｙ の 側 面 に 沿 っ て 設 置 し て  
も 良 い 。 そ し て 、 外 壁 ７ は 、 間 柱 ２ の 内 側 か ら リ ベ ッ ト （ 不 図 示 ） で 間 柱 ２ に 固 定 さ れ る  
。 間 柱 ２ に は 、 柱 用 断 熱 材 ３ を 取 付 け た 後 に 、 室 内 側 １ ４ か ら 内 壁 ９ が 取 付 け ら れ る 。 内  
壁 ９ は 、 例 え ば 、 内 壁 パ ネ ル と さ れ る 。 間 柱 ２ は 、 内 壁 ９ に よ っ て 見 え な い よ う に 隠 さ れ  
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 間 柱 ２ は 、 ほ ぼ Ｃ 字 断 面 の 部 材 と さ れ 、 Ｃ 字 の 開 口 部 １ ３ を 室 内 側  
１ ４ へ 向 け て 設 置 さ れ る 。 そ し て 、 外 壁 ７ を 取 付 け る リ ベ ッ ト は 、 間 柱 ２ の Ｃ 字 の 開 口 部  
１ ３ を 通 し て 間 柱 ２ の 内 側 へ 挿 入 さ れ 、 室 内 側 １ ４ か ら 屋 外 側 １ １ へ 向 か う 方 向 （ 建 物 ユ  
ニ ッ ト ８ の 短 辺 方 向 Ｙ ） に 向 け て 、 間 柱 ２ に 外 壁 ７ を ほ ぼ 面 直 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 間 柱 ２ は 、 長 手 方 向 （ 上 下 方 向 Ｚ ） の 全 域 に 亘 っ て ほ ぼ 均 一 な Ｃ 字 断 面 と な っ て い る 。  
長 手 方 向 は 、 間 柱 ２ の 延 設 方 向 で あ り 、 建 物 ユ ニ ッ ト ８ へ の 取 付 時 に 上 下 方 向 Ｚ に 向 け ら  
れ る 。 上 下 方 向 Ｚ は 、 ほ ぼ 真 上 と ほ ぼ 真 下 に 向 い た 方 向 で あ る 。 Ｃ 字 断 面 は 、 ウ ェ ブ 部 １  
６ と 、 フ ラ ン ジ 部 １ ７ と 、 リ ッ プ 部 １ ８ と を 有 し て 、 一 面 が 開 い た ほ ぼ 矩 形 状 の 断 面 で あ  
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 間 柱 ２ で は 、 ウ ェ ブ 部 １ ６ は 、 外 壁 ７ と 平 行 な 屋 外 側 １ １ の 面 と な る 。 フ ラ ン ジ 部 １ ７  
は 、 屋 外 側 １ １ に 位 置 す る ウ ェ ブ 部 １ ６ の 両 側 縁 部 か ら 室 内 側 １ ４ へ 向 け て ほ ぼ 面 直 に 延  
び る 一 対 の 面 と な る 。 一 対 の フ ラ ン ジ 部 １ ７ は 、 互 い に 平 行 で ほ ぼ 等 し い 幅 と な っ て い る  
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。 リ ッ プ 部 １ ８ は 、 各 フ ラ ン ジ 部 １ ７ の 室 内 側 １ ４ の 縁 部 か ら 、 互 い に 近 接 す る 方 向 へ 向  
け て 僅 か に 延 び 、 互 い に 間 隔 を 有 し て 対 向 す る こ と で 、 間 に 開 口 部 １ ３ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 対 の リ ッ プ 部 １ ８ は 、 ウ ェ ブ 部 １ ６ と 平 行 な 同 一 の 面 内 に 位 置 し て 、 互 い に ほ ぼ 等 し  
い 幅 に 形 成 さ れ る 。 一 対 の リ ッ プ 部 １ ８ に よ っ て 開 口 部 １ ３ が 形 成 さ れ た 面 が 、 間 柱 ２ の  
室 内 側 １ ４ の 面 で あ り 、 間 柱 ２ の 開 口 面 と な る 。 開 口 面 は 、 ウ ェ ブ 部 １ ６ と ほ ぼ 同 じ 幅 に  
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 間 柱 ２ の 端 部 に は 、 必 要 に 応 じ て 、 床 梁 ４ や 天 井 梁 ５ に 取 付 け る た め の 、 ほ ぼ 水  
平 な 底 面 や 天 板 な ど の 端 面 部 １ ９ （ 図 ８ ） が 一 体 ま た は 別 体 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 こ の 実 施 例 で は 、 以 下 の よ う な 構 成 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ １ ） 図 ５ 、 図 ６ （ 図 １ ０ ） に 示 す よ う に 、 柱 用 断 熱 材 ３ は 、
　 有 機 系 素 材 で 形 成 さ れ 、 室 内 側 １ ４ に 開 口 す る 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ か ら 間 柱 ２ の 内 側 へ  
挿 入 配 置 可 能 な 幅 寸 法 Ｗ １ の 第 一 部 分 ２ １ ａ を 有 し て 、 間 柱 ２ に 沿 い 上 下 方 向 Ｚ に 延 び る  
断 熱 材 本 体 ２ １ と 、
　 断 熱 材 本 体 ２ １ の 間 柱 ２ か ら 室 内 側 １ ４ へ 突 出 す る 第 二 部 分 ２ １ ｂ に 、 間 柱 ２ の 開 口 部  
１ ３ の 両 側 へ 張 出 す よ う に 形 成 さ れ て 、 間 柱 ２ に 対 し 、 挿 入 方 向 ２ ２ に 係 止 可 能 な 開 口 係  
止 部 ２ ３ と 、
　 断 熱 材 本 体 ２ １ の 間 柱 ２ 内 の 第 一 部 分 ２ １ ａ に 形 成 さ れ て 、 間 柱 ２ の 奥 面 に 突 当 て ら れ  
る 裏 当 部 ２ ４ と 、 を 有 し て も 良 い 。
　 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 側 面 ２ １ ｃ に 、 第 一 部 分 ２ １ ａ の 一 部 の 幅 寸 法 Ｗ ２ を 、 間 柱 ２ の 開  
口 部 １ ３ の 幅 寸 法 Ｗ ３ （ 図 ３ ） よ り も 部 分 的 に 広 く し た カ シ メ 固 定 部 ２ ５ を 有 し て も 良 い  
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 、 有 機 系 素 材 は 、 例 え ば 、 ポ リ ス チ レ ン や ポ リ ウ レ タ ン な ど の 有 機 系 の 素 材 と さ  
れ る 。 有 機 系 素 材 は 、 例 え ば 、 発 泡 ス チ ロ ー ル や 発 泡 ウ レ タ ン な ど の よ う に 、 発 泡 剤 で 発  
泡 さ せ て 内 部 に 断 熱 用 の 気 泡 を 有 す る 発 泡 体 に し て 使 用 す る 。 気 泡 は 、 互 い に 独 立 し た 独  
立 気 泡 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 有 機 系 素 材 に よ る 断 熱 材 （ 有 機 断 熱 材 ） は 、 断 熱 性 が 高 く 、 軽 量 で 表 面 が 柔 ら か く 、 形  
状 保 持 性 を 有 し て 、 安 定 し た 一 定 の 形 状 を 保 持 す る 、 取 扱 性 や 使 い 勝 手 の 良 い 部 材 と な る  
。 有 機 断 熱 材 は 、 例 え ば 、 比 較 例 の よ う な グ ラ ス ウ ー ル な ど の 無 機 系 の 素 材 で で き た 形 状  
保 持 性 の な い 変 形 容 易 な 断 熱 材 ２ ６ （ 図 １ １ ） と 比 べ て 変 形 量 は 小 さ い が 、 柔 ら か さ や 弾  
力 性 が あ る た め 、 一 定 の 形 状 を 保 持 し つ つ も 表 面 が 僅 か に 弾 性 変 形 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 開 口 部 １ ３ は 、 Ｃ 字 断 面 の 間 柱 ２ の 室 内 側 １ ４ の 面 （ 開 口 面 ） に 対 し 、 基 本 的 に 間 柱 ２  
の 長 手 方 向 の ほ ぼ 全 域 に 亘 っ て ほ ぼ 均 一 な 間 隔 で 連 続 し て 形 成 さ れ る 。 間 柱 ２ の 開 口 部 １  
３ に は 、 必 要 に 応 じ て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 木 レ ン ガ な ど の 取 付 部 材 ２ ７ が 設 置 さ れ る 。  
取 付 部 材 ２ ７ は 、 例 え ば 、 内 壁 ９ を 取 付 け る た め に 使 用 さ れ る 。 取 付 部 材 ２ ７ は 、 一 部 が  
開 口 部 １ ３ よ り も 室 内 側 １ ４ へ 突 出 さ れ る （ 突 出 部 分 ） 。 内 壁 ９ は 、 取 付 部 材 ２ ７ の 突 出  
部 分 の 手 前 面 に 固 定 さ れ る こ と で 、 間 柱 ２ と は 直 接 接 し な い よ う に 建 物 ユ ニ ッ ト ８ の 短 辺  
方 向 Ｙ に 離 間 さ せ て 取 付 け ら れ る 。 そ し て 、 外 壁 ７ と 内 壁 ９ と の 間 に 断 熱 用 の 空 間 が 形 成  
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 取 付 部 材 ２ ７ は 、 柱 ６ か ら 長 辺 方 向 Ｘ に 離 れ た 位 置 に あ る 間 柱 ２ に 対  
し て 、 上 下 方 向 Ｚ の ほ ぼ 中 央 部 に １ 箇 所 の み 設 け ら れ て い る 。 な お 、 柱 ６ に ほ ぼ 当 接 状 態  
で 設 置 さ れ る コ ー ナ ー 間 柱 ２ ａ に つ い て は 、 取 付 部 材 ２ ７ は 、 例 外 的 に 、 上 下 方 向 Ｚ に 間  
隔 を 有 し て 複 数 個 、 例 え ば 、 ４ 箇 所 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 幅 寸 法 Ｗ １ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ に お け る 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ を 通 し て 間 柱 ２ の 内 側 へ  
挿 入 さ れ る 第 一 部 分 ２ １ ａ （ 柱 内 部 分 ） の 横 幅 で あ る 。 第 一 部 分 ２ １ ａ の 幅 寸 法 Ｗ １ は 、  
間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ の 幅 寸 法 Ｗ ３ と ほ ぼ 同 じ か 、 ま た は 、 そ れ よ り も 僅 か に 小 さ い 寸 法 に  
設 定 さ れ る （ Ｗ １ ≒ Ｗ ３ 、 ま た は 、 Ｗ １ ≦ Ｗ ３ ） 。 幅 寸 法 Ｗ １ は 、 第 一 部 分 ２ １ ａ が 開 口  
部 １ ３ を 通 り 易 い よ う に 、 ま た 、 開 口 部 １ ３ に 引 っ か か ら な い よ う に 、 開 口 部 １ ３ よ り も  
小 さ め に 設 定 す る の が 好 ま し い 。 な お 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 間 柱 ２ か ら 突 出 す る 第 二 部 分 ２  
１ ｂ の 横 幅 は 、 第 一 部 分 ２ １ ａ の 幅 寸 法 Ｗ １ よ り 大 き く て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 有 機 系 素 材 で で き た 長 尺 の 柱 用 断 熱 材 ３ の 本 体 と な る 中 心 部 分 で あ  
り 、 長 手 方 向 の 全 長 に 亘 っ て ほ ぼ 均 一 な 断 面 と さ れ る 。 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 少 な く と も 開  
口 部 １ ３ か ら 間 柱 ２ の 内 側 へ 挿 入 さ れ る 第 一 部 分 ２ １ ａ と 、 室 内 側 １ ４ へ 突 出 す る 第 二 部  
分 ２ １ ｂ （ 柱 外 部 分 ） と を 有 す る 。 第 一 部 分 ２ １ ａ お よ び 第 二 部 分 ２ １ ｂ は 、 断 熱 材 本 体  
２ １ の 全 長 に 亘 っ て 連 続 し て 形 成 さ れ る 。 第 一 部 分 ２ １ ａ と 、 第 二 部 分 ２ １ ｂ と の 間 に は  
、 明 確 な 境 界 線 は な い が 、 開 口 係 止 部 ２ ３ の 係 止 面 の 位 置 が 境 界 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ を １ 本 で 塞 ぎ 得 る 長 さ に 形 成 し て も 良 い が 、 間  
柱 ２ の 開 口 部 １ ３ を 複 数 本 で 塞 ぎ 得 る 長 さ に 分 け て 形 成 し て も 良 い 。 こ の 実 施 例 で は 、 断  
熱 材 本 体 ２ １ は 、 ２ 本 で 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ 全 体 を 塞 ぐ よ う に 、 ２ つ に 分 け て い る 。 ２ 本  
の 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 取 付 部 材 ２ ７ の 上 側 と 、 取 付 部 材 ２ ７ の 下 側 と に そ れ ぞ れ 設 置 さ れ  
る 。 な お 、 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 取 付 部 材 ２ ７ の 設 置 状 況 に 応 じ て 、 ３ 本 以 上 に 分 け て も 良  
い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 一 部 分 ２ １ ａ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ に お け る 間 柱 ２ の 内 側 空 間 へ 挿 入 さ れ る 奥 側 の 部 位  
で あ る 。 こ の 第 一 部 分 ２ １ ａ は 、 長 手 方 向 に 対 し て は 、 一 定 の 幅 寸 法 Ｗ １ を 有 し て 延 び て  
お り 、 奥 行 き 方 向 に 対 し て は 、 間 柱 ２ の 奥 行 き 寸 法 （ ま た は 、 フ ラ ン ジ 部 １ ７ の 幅 ） よ り  
も 挿 入 方 向 ２ ２ に 短 く な っ て い る 。 こ の 第 一 部 分 ２ １ ａ の 奥 行 き 寸 法 は 、 例 え ば 、 間 柱 ２  
の 奥 行 き 寸 法 の １ ／ ２ ～ １ ／ ３ 程 度 の 長 さ な ど と さ れ て い る 。 な お 、 こ の 第 一 部 分 ２ １ ａ  
は 、 挿 入 方 向 ２ ２ の 先 端 側 の 部 分 な ど に 、 先 細 り 状 と な る Ｃ 面 や テ ー パ 面 な ど の 挿 入 補 助  
部 ２ １ ｄ （ 図 ４ ） を 適 宜 形 成 し て 、 開 口 部 １ ３ へ 挿 入 し 易 く し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 室 内 側 １ ４ へ 突 出 す る 第 二 部 分 ２ １ ｂ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 間 柱 ２ に 装 着 し た と き に 、  
間 柱 ２ の 外 側 へ 出 て 、 室 内 側 １ ４ に 位 置 す る 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 手 前 側 の 部 位 で あ る 。 こ  
の 第 二 部 分 ２ １ ｂ は 、 間 柱 ２ の 開 口 面 と 内 壁 ９ の 裏 面 と の 間 隔 と ほ ぼ 同 じ か そ れ よ り も 僅  
か に 小 さ い 突 出 量 （ 厚 み ） に 形 成 さ れ る 。 第 二 部 分 ２ １ ｂ は 、 例 え ば 、 第 一 部 分 ２ １ ａ の  
１ ／ ３ 程 度 の 厚 み （ ま た は 突 出 量 ） な ど と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 挿 入 方 向 ２ ２ は 、 間 柱 ２ に 対 し て 断 熱 材 本 体 ２ １ を 装 着 す る 方 向 、 ま た は 、 間 柱 ２ の 開  
口 部 １ ３ に 対 し て 断 熱 材 本 体 ２ １ の 第 一 部 分 ２ １ ａ を 挿 入 す る 方 向 で あ る 。 挿 入 方 向 ２ ２  
は 、 室 内 側 １ ４ か ら 屋 外 側 １ １ へ 向 か う 方 向 で あ る 。 例 え ば 、 こ の 実 施 例 で は 、 挿 入 方 向  
２ ２ は 、 建 物 ユ ニ ッ ト ８ の 短 辺 方 向 Ｙ と な っ て い る 。 但 し 、 挿 入 方 向 ２ ２ は 、 長 辺 方 向 Ｘ  
と な る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 開 口 係 止 部 ２ ３ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 室 内 側 １ ４ へ 突 出 す る 第 二 部 分 ２ １ ｂ に 一 体 に 形  
成 さ れ て 係 止 用 フ ラ ン ジ と な る 横 張 出 部 分 で あ る 。 開 口 係 止 部 ２ ３ は 、 間 柱 ２ の 側 に 、 係  
止 面 を 有 し て お り 、 係 止 面 が 間 柱 ２ の 室 内 側 １ ４ の 開 口 面 （ リ ッ プ 部 １ ８ ） に 当 接 し 密 着  
す る こ と で 、 室 内 側 １ ４ か ら 挿 入 方 向 ２ ２ に 係 止 さ れ る 。 開 口 係 止 部 ２ ３ は 、 全 体 と し て  
間 柱 ２ の 開 口 面 と ほ ぼ 同 じ 幅 か 、 そ れ よ り 若 干 狭 い 幅 に 形 成 さ れ る 。 開 口 係 止 部 ２ ３ は 、  
断 熱 材 本 体 ２ １ の 長 手 方 向 の ほ ぼ 全 域 に 亘 っ て 連 続 し て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 間 柱 ２ の 奥 面 は 、 屋 外 側 １ １ へ 向 い て 設 置 さ れ た ウ ェ ブ 部 １ ６ に よ っ て 構 成 さ れ 、 外 壁  
７ を 取 付 け る 面 と な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 裏 当 部 ２ ４ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 間 柱 ２ 内 の 第 一 部 分 ２ １ ａ か ら 、 間 柱 ２ の 奥 面 へ 向 け  
て 挿 入 方 向 ２ ２ へ 一 体 に 延 び る 部 位 で あ る 。 裏 当 部 ２ ４ は 、 先 端 の 面 が 間 柱 ２ の 奥 面 （ ウ  
ェ ブ 部 １ ６ の 内 面 ） に 突 き 当 た る こ と で 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 間 柱 ２ 内 へ の 挿 入 量 を 規 定 す  
る 。 裏 当 部 ２ ４ は 、 開 口 係 止 部 ２ ３ が 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ に 係 止 さ れ た と き に 、 間 柱 ２ の  
奥 面 に 丁 度 突 き 当 た る 長 さ に 形 成 さ れ る 。 即 ち 、 裏 当 部 ２ ４ は 、 間 柱 ２ の 奥 行 き 寸 法 と 、  
第 一 部 分 ２ １ ａ の 奥 行 き 寸 法 と の 差 分 の 長 さ に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 裏 当 部 ２ ４ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の ど の 位 置 に 何 箇 所 設 け て も 良 い が 、 例 え ば 、 裏 当 部 ２  
４ は 、 ２ 箇 所 設 け る こ と で 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 間 柱 ２ に 対 し て 平 行 な 姿 勢 に 安 定 し て 保 た  
せ る こ と が で き る 。 こ の 実 施 例 で は 、 裏 当 部 ２ ４ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 長 手 方 向 に 対 し 、  
カ シ メ 固 定 部 ２ ５ と ほ ぼ 同 じ 位 置 に 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ と 同 じ 数 だ け 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 裏 当 部 ２ ４ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ よ り も 横 幅 を 小 さ く 形 成 し て も 良 い 。 裏 当 部 ２ ４ は 、 左  
右 対 称 形 状 と し て も 良 い 。 こ の 実 施 例 で は 、 裏 当 部 ２ ４ は 、 長 手 方 向 か ら 見 て 、 先 端 に 向  
け 段 階 的 に 細 く な る よ う に 、 多 段 の 段 差 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 裏 当 部 ２ ４ の 先 端 の 幅 は  
、 ウ ェ ブ 部 １ ６ の 幅 の １ ／ ３ 程 度 以 下 に 縮 小 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 側 面 ２ １ ｃ は 、 主 に 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 間 柱 ２ 内 の 第 一 部 分 ２ １ ａ に お け る 、 間 柱 ２ の  
フ ラ ン ジ 部 １ ７ と 対 向 す る 面 で あ る 。 側 面 ２ １ ｃ は 、 少 な く と も 、 開 口 係 止 部 ２ ３ 側 の 一  
部 分 が 、 開 口 部 １ ３ （ リ ッ プ 部 １ ８ の 先 端 部 な ど ） に 対 し て 、 軽 く 接 す る か 、 僅 少 な 隙 間  
を 有 し て 対 向 し た 状 態 と な る 。 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 こ の 側 面 ２ １ ｃ に 設 け ら れ る 。 な お  
、 上 記 し た 幅 寸 法 Ｗ １ は 、 上 記 し た 第 一 部 分 ２ １ ａ の 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の な い 位 置 に お  
け る 両 側 の 側 面 ２ １ ｃ 間 の 距 離 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 断 熱 材 本 体 ２ １ の 一 部 の 幅 寸 法 Ｗ ２ は 、 側 面 ２ １ ｃ の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ を 設 け た 位 置 の  
横 寸 法 で あ る 。 こ の 位 置 は 、 第 一 部 分 ２ １ ａ と 両 側 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ と を 含 め た 寸 法 と  
な る た め 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の な い 位 置 の 幅 寸 法 Ｗ １ よ り も 、 両 側 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の  
分 だ け 幅 寸 法 Ｗ ２ が 広 く な っ て い る （ Ｗ ２ ＞ Ｗ １ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 開 口 部 １ ３ の 幅 寸 法 Ｗ ３ は 、 間 柱 ２ の リ ッ プ 部 １ ８ の 先 端 部 間 の 間 隔 で あ る 。 こ の 幅 は  
、 基 本 的 に 間 柱 ２ の 全 長 に 亘 っ て ほ ぼ 一 定 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ の 縁 部 （ リ ッ プ 部 １ ８ の 先  
端 部 な ど ） に 対 し て カ シ メ 固 定 さ せ る 部 分 で あ る 。 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 有 機 系 素 材 で き  
た 断 熱 材 本 体 ２ １ の 僅 か な 弾 性 変 形 に よ る 復 元 力 を 利 用 し て 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 開 口 部 １  
３ に 圧 着 さ せ 固 定 さ せ る （ カ シ メ 固 定 ） 。 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 弾 性 変 形 が 可 能 な 範 囲 内  
で 、 撓 め た り ま た は 押 し 潰 し た り し て 開 口 部 １ ３ へ 挿 入 す る こ と で 、 そ の 部 分 が 元 の 状 態  
に 戻 ろ う と す る 復 元 力 に よ っ て 開 口 部 １ ３ に 断 熱 材 本 体 ２ １ を 圧 着 保 持 さ せ る 。 そ の た め  
に 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 幅 寸 法 Ｗ ２ は 、 弾 性 変 形 が 可 能 な 範 囲 内 で 、 所 要 の 圧 着 力 が 得 ら  
れ る 程 度 に 、 開 口 部 １ ３ の 幅 寸 法 Ｗ ３ よ り も 大 き く す る （ Ｗ ２ ＞ Ｗ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 上 下 方 向 Ｚ の 寸 法 は 、 例 え ば 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 全 体 の 長 さ の １ 割  
程 度 以 下 に 設 定 す る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ に 対 す る 断 熱 材 本 体  
２ １ の 挿 入 容 易 性 と 圧 着 力 と の 両 方 を 最 適 な 状 態 に す る こ と が で き る 。 カ シ メ 固 定 部 ２ ５  
の 上 下 方 向 Ｚ の 寸 法 が 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 全 体 の 長 さ の １ 割 程 度 よ り も 大 き く な る と 、 開  
口 部 １ ３ に 対 す る 圧 着 力 は 高 く な る も の の 、 挿 入 容 易 性 が 損 な わ れ る た め 、 取 付 作 業 性 が  
低 下 す る 。 ま た 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 上 下 方 向 Ｚ の 寸 法 を 上 記 よ り も 小 さ く す る と 、 挿 入  
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容 易 性 は 向 上 す る も の の 、 十 分 な 圧 着 力 が 得 ら れ な く な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 開 口 部 １ ３ へ 挿 入 し 易 く す る た め の 導 入 テ ー パ 部 ２ ５ ａ （  
図 ５ ） や 、 開 口 部 １ ３ か ら 抜 け 難 く す る た め の ス ト ッ パ 面 ま た は 返 し 部 な ど の 係 止 保 持 部  
を 備 え て も 良 い 。 導 入 テ ー パ 部 ２ ５ ａ は 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 挿 入 方 向 ２ ２ の 前 側 に 形 成  
さ れ る 。 係 止 保 持 部 は 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 挿 入 方 向 ２ ２ の 後 側 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ ２ ） カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ に 複 数 設 け ら れ て も 良 い （ 図 ４ 、 図 ５ ） 。
　 複 数 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 １ つ が 、 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ よ り も 幅 寸 法 Ｗ ４ が 広 い 広  
幅 固 定 部 ３ １ と さ れ て 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 中 央 部 以 外 の 位 置 に 設 け ら れ て も 良 い 。
　 間 柱 ２ は 、 開 口 部 １ ３ の 広 幅 固 定 部 ３ １ と 合 致 す る 位 置 に 、 広 幅 固 定 部 ３ １ を 収 容 す る  
広 幅 受 部 ３ ２ を 有 し て も 良 い （ 図 ７ 、 図 ８ ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ に 対 し て 単 数 設 け る よ う に し て も 良 い が  
、 複 数 設 け る 方 が 好 ま し い 。 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ が 断 熱 材 本 体 ２ １ に 複 数 設 け ら れ る と は 、  
断 熱 材 本 体 ２ １ の 長 手 方 向 の 複 数 の 箇 所 に 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ が 存 在 す る こ と で あ る 。 複  
数 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 ２ 箇 所 、 ま た は 、 ３ 箇 所 以 上 設 け る こ と が で き る 。 こ の 実 施 例  
で は 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は ２ 箇 所 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ （ 図 ５ （ ａ ） ） よ  
り も カ シ メ る 力 （ 圧 着 力 ） を 強 く し た カ シ メ 固 定 部 ２ ５ で あ る 。 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ よ  
り も 第 一 部 分 ２ １ ａ を 含 め た 幅 寸 法 Ｗ ４ を 広 く し て 、 開 口 部 １ ３ に カ シ メ 固 定 す る 際 の 変  
形 復 帰 量 を 大 き く す る こ と で 、 広 幅 固 定 部 ３ １ は カ シ メ る 力 が 強 く な る 。 広 幅 固 定 部 ３ １  
は 、 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ よ り も 幅 寸 法 Ｗ ４ を 広 く す る こ と で 、 よ り 広 い 幅 に 対 し て カ シ  
メ 固 定 が で き る よ う に な る 。 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 例 え ば 、 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 幅 寸 法  
Ｗ １ よ り も 幅 寸 法 Ｗ ４ を ２ ｍ ｍ 程 度 大 き く す る 。 但 し 、 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 幅 寸 法 Ｗ  
１ と 、 広 幅 固 定 部 ３ １ の 幅 寸 法 Ｗ ４ と の 差 は 、 ２ ｍ ｍ に 限 る の も の で は な い 。 他 の カ シ メ  
固 定 部 ２ ５ は 、 複 数 存 在 す る 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ 幅 寸 法 Ｗ ２ を 等 し く し て 、 均 等 な 圧 着 力  
が 得 ら れ る よ う に す る 。 な お 、 広 義 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ に は 、 広 幅 固 定 部 ３ １ が 含 ま れ る  
。 狭 義 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 広 幅 固 定 部 ３ １ を 除 い た 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の み と な る  
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 長 手 方 向 の 中 央 部 に 設 け て も 良 い が 、 長 手 方 向 の  
中 央 部 以 外 の 位 置 に 設 け る の が 好 ま し い 。 断 熱 材 本 体 ２ １ の 中 央 部 以 外 の 位 置 と は 、 断 熱  
材 本 体 ２ １ を 上 下 反 転 し た と き に 、 元 の 位 置 と は 異 な る 位 置 に 変 位 さ れ る 位 置 の こ と で あ  
る 。 断 熱 材 本 体 ２ １ の 中 央 部 は 、 上 下 反 転 し て も 変 位 さ れ な い た め 、 同 じ 位 置 に 留 ま る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 上 下 方 向 Ｚ に 対 す る 正 規 の 取 付 け の 向 き を 示 す た め に 、 室 内  
側 １ ４ へ 突 出 す る 第 二 部 分 ２ １ ｂ の 表 面 に 、 室 内 側 １ ４ か ら 目 視 で き る よ う に 、 矢 印 な ど  
の 、 正 し い 向 き を 示 す 目 印 ３ ３ （ 図 ３ ） を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 開 口 部 １ ３ の 広 幅 固 定 部 ３ １ と 合 致 す る 位 置 は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 正 規 の 向 き に 装 着 し  
た と き の 、 広 幅 固 定 部 ３ １ が 挿 入 さ れ る 位 置 で あ る 。 こ の 位 置 は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 上 下  
反 転 し た と き に は 、 広 幅 固 定 部 ３ １ が 上 下 方 向 Ｚ に 変 位 す る こ と で 、 広 幅 固 定 部 ３ １ が 挿  
入 さ れ な い 位 置 に な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ に 形 成 し た 広 幅 固 定 部 ３ １ を 受 け る 部 分 で あ る 。  
広 幅 受 部 ３ ２ は 、 基 本 的 に 幅 寸 法 Ｗ ３ が 一 定 の 開 口 部 １ ３ に 対 し て 、 局 所 的 に 幅 寸 法 Ｗ ５  
を 広 く し た 例 外 的 な 部 位 で あ る 。 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 幅 寸 法 Ｗ ５ が 広 い た め 、 他 の カ シ メ 固  
定 部 ２ ５ で は あ ま り 強 い カ シ メ 固 定 が で き な い か 、 ま た は 、 全 く カ シ メ 固 定 が で き な い 。  
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広 幅 受 部 ３ ２ は 、 広 幅 受 部 ３ ２ の み 所 要 の 圧 着 力 で カ シ メ 固 定 が で き る よ う な 幅 寸 法 Ｗ ５  
に 設 定 さ れ る 。 広 幅 受 部 ３ ２ の 幅 寸 法 Ｗ ５ は 、 広 幅 固 定 部 ３ １ を 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ よ  
り も 広 く し た 分 だ け 、 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ よ り も 広 く す る の が 好 ま し い 。 例 え ば 、 上 記  
し た 例 だ と 、 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 幅 寸 法 Ｗ ３ よ り も 全 体 と し て ２ ｍ  
ｍ 程 度 大 き い 幅 寸 法 Ｗ ５ に す る こ と に な る 。 但 し 、 開 口 部 １ ３ の 幅 寸 法 Ｗ ３ と 、 広 幅 受 部  
３ ２ の 幅 寸 法 Ｗ ５ と の 差 は 、 ２ ｍ ｍ に 限 る の も の で は な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ち な み に 、 広 幅 固 定 部 ３ １ お よ び 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ に 寸 法 誤 差 が 存  
在 す る こ と を 想 定 し て 設 け ら れ る も の で あ る 。 そ の た め 、 広 幅 固 定 部 ３ １ お よ び 広 幅 受 部  
３ ２ は 、 実 際 に は 、 開 口 部 １ ３ の 幅 寸 法 Ｗ ３ の 誤 差 の 大 き さ を 考 慮 し て 、 誤 差 が 広 い 側 に  
大 き く な っ た と き に 、 そ の 影 響 を 回 避 で き る よ う な 幅 寸 法 Ｗ ４ 、 幅 寸 法 Ｗ ５ と な る よ う に  
設 定 さ れ る 。 即 ち 、 開 口 部 １ ３ の 幅 寸 法 Ｗ ３ の 誤 差 の 値 に 基 づ い て 、 広 幅 固 定 部 ３ １ の 幅  
寸 法 Ｗ ４ 、 広 幅 受 部 ３ ２ の 幅 寸 法 Ｗ ５ の 大 き さ が 設 定 さ れ る 。 そ の 結 果 、 広 幅 固 定 部 ３ １  
の 幅 寸 法 Ｗ ４ 、 広 幅 受 部 ３ ２ の 幅 寸 法 Ｗ ５ 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 幅 寸 法 Ｗ ２ 、 開 口 部 １ ３  
の 幅 寸 法 Ｗ ３ 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 幅 寸 法 Ｗ １ は 、 こ の 順 に 大 き く な る （ Ｗ ４ ＞ Ｗ ５ ＞ Ｗ ２  
＞ Ｗ ３ ＞ Ｗ １ ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 例 え ば 、 間 柱 ２ の リ ッ プ 部 １ ８ を 切 り 欠 く こ と で 形 成 で き る 。 広 幅 受  
部 ３ ２ は 、 例 え ば 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 最 大 で 、 リ ッ プ 部 １ ８ が な く な る ま で の 範 囲 内 で  
適 宜 の 大 き さ に 切 り 欠 く こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 フ ラ ン ジ 部 １ ７ の  
内 面 に 対 し て 圧 着 さ れ る こ と に な る 。 リ ッ プ 部 １ ８ は 、 フ ラ ン ジ 部 １ ７ の 一 部 を 含 め る よ  
う に し て 全 幅 を 切 り 欠 く こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 広 幅 受 部 ３ ２ と 開 口 部 １ ３ の 他 の 部 位 と の 間 の 境 界 部 分 は 、 広 幅 受 部 ３ ２ に リ ッ プ 部 １  
８ が 残 っ て い る 場 合 に は 、 そ の ま ま 直 角 段 差 部 と し て も 良 い し 、 段 差 部 の 尖 っ た 角 を な く  
す た め に 斜 め に 切 り 欠 い て 傾 斜 段 差 部 な ど に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ ３ ） 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） の 近  
傍 と 、 下 端 部 （ Ｌ １ ） の 近 傍 と の ２ 箇 所 に 設 け ら れ て も 良 い 。
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２ の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） の 近 傍 お よ び 下 端 部 （ Ｌ  
２ ） の 近 傍 の う ち の 少 な く と も 一 方 に お け る 、 広 幅 固 定 部 ３ １ と 合 致 す る 位 置 に 設 け ら れ  
て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 こ こ で 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） の 近 傍 と 、 下 端 部 （ Ｌ  
１ ） の 近 傍 と の ２ 箇 所 以 外 の 位 置 に 設 け て も 良 い が 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 断 熱 材 本 体 ２  
１ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） の 近 傍 と 、 下 端 部 （ Ｌ １ ） の 近 傍 と の ２ 箇 所 に 設 け る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 側 の 端 部 で あ る 。 断 熱 材 本 体  
２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） の 近 傍 は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 側 の 端 部 お よ び そ の 周 辺 で あ る 。 な  
お 、 説 明 の 簡 略 化 の た め に 、 「 上 端 部 （ Ｈ １ ） 」 に は 、 「 上 端 部 （ Ｈ １ ） お よ び そ の 近 傍  
」 を 含 み 得 る も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 断 熱 材 本 体 ２ １ の 下 端 部 （ Ｌ １ ） は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 下 側 の 端 部 で あ る 。 断 熱 材 本 体  
２ １ の 下 端 部 （ Ｌ １ ） の 近 傍 は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 下 側 の 端 部 お よ び そ の 周 辺 で あ る 。 な  
お 、 説 明 の 簡 略 化 の た め に 、 「 下 端 部 （ Ｌ １ ） 」 に は 、 「 下 端 部 （ Ｌ １ ） お よ び そ の 近 傍  
」 を 含 み 得 る も の と す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 例 え ば 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 長 さ が 間 柱 ２ の 長 さ と ほ ぼ 等 し い 場 合 に は 、 断 熱 材 本 体 ２ １  
の 上 端 部 （ Ｈ １ ） お よ び 下 端 部 （ Ｌ １ ） は 、 間 柱 ２ の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） お よ び 下 端 部 （ Ｌ ２  
） と そ れ ぞ れ ほ ぼ 一 致 す る 。
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【 ０ ０ ６ １ 】
　 例 え ば 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 長 さ が 間 柱 ２ の 長 さ と 等 し く な い 場 合 に は 、 断 熱 材 本 体 ２ １  
の 上 端 部 （ Ｈ １ ） お よ び 下 端 部 （ Ｌ １ ） は 、 間 柱 ２ の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） お よ び 下 端 部 （ Ｌ ２  
） と は 位 置 が 異 な る 場 合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 即 ち 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 長 さ を 間 柱 ２ の 長 さ の ほ ぼ 半 分 に し た 場 合 に は 、 図 ３ に 示 す よ  
う に 、 下 側 の 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） は 、 間 柱 ２ の ほ ぼ 中 間 部 の 位 置 と な り 、 下  
端 部 （ Ｌ １ ） は 、 間 柱 ２ の 下 端 部 （ Ｌ ２ ） と ほ ぼ 一 致 す る 。 ま た 、 上 側 の 断 熱 材 本 体 ２ １  
の 上 端 部 （ Ｈ １ ） は 、 間 柱 ２ の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） と ほ ぼ 一 致 し 、 下 端 部 （ Ｌ １ ） は 、 間 柱 ２  
の ほ ぼ 中 間 部 の 位 置 と な る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） と 下 端 部 （ Ｌ １ ） と の ２ 箇 所 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、  
１ つ は 通 常 の も の と さ れ 、 残 り の １ つ が 広 幅 固 定 部 ３ １ と さ れ る 。 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 断  
熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） と 下 端 部 （ Ｌ １ ） と の ど ち ら に 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２ の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） の 近 傍 お よ び 下 端 部 （ Ｌ ２ ） の 近 傍 以 外 の 位  
置 に 設 け て も 良 い が 、 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２ の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） の 近 傍 お よ び 下 端 部 （ Ｌ  
２ ） の 近 傍 の う ち の 少 な く と も 一 方 ま た は 両 方 に 設 け る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 間 柱 ２ の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） は 、 間 柱 ２ に お け る 、 天 井 梁 ５ の 近 傍 と な る 上 側 の 部 分 で あ る  
。 間 柱 ２ の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） の 近 傍 は 、 間 柱 ２ に お け る 、 天 井 梁 ５ の 近 傍 と な る 上 側 の 部 分  
お よ び そ の 周 辺 で あ る 。 な お 、 説 明 の 簡 略 化 の た め に 、 「 上 端 部 （ Ｈ ２ ） 」 に は 、 「 上 端  
部 （ Ｈ ２ ） そ の 近 傍 」 を 含 み 得 る も の と す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 間 柱 ２ の 下 端 部 （ Ｌ ２ ） は 、 間 柱 ２ に お け る 、 床 梁 ４ の 近 傍 と な る 下 側 の 部 分 で あ る 。  
間 柱 ２ の 下 端 部 （ Ｌ ２ ） の 近 傍 は 、 間 柱 ２ に お け る 、 床 梁 ４ の 近 傍 と な る 下 側 の 部 分 お よ  
び そ の 周 辺 で あ る 。 な お 、 説 明 の 簡 略 化 の た め に 、 「 下 端 部 （ Ｌ ２ ） 」 に は 、 「 下 端 部 （  
Ｌ ２ ） そ の 近 傍 」 を 含 み 得 る も の と す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 よ り 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 長 さ が 間 柱 ２ の 長 さ と ほ ぼ 等 し い 場 合 に は  
、 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） ま た は 下 端 部 （ Ｌ １ ） に 設 け ら れ  
て も 良 い 。 そ し て 、 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２ の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） お よ び 下 端 部 （ Ｌ ２ ） の 、  
広 幅 固 定 部 ３ １ と 合 致 す る ど ち ら か 一 方 の 位 置 に 設 け ら れ て も 良 い 。 そ し て 、 間 柱 ２ の 開  
口 部 １ ３ が 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ を 受 け る 。 間 柱 ２ の 広 幅 受 部 ３ ２ が 、 断  
熱 材 本 体 ２ １ の 広 幅 固 定 部 ３ １ を 受 け る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 長 さ が 間 柱 ２ の 長 さ の ほ ぼ 半 分 の 場 合 に は 、 下 側 の 断  
熱 材 本 体 ２ １ の 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） ま た は 下 端 部 （ Ｌ １  
） に 設 け ら れ る 。 そ し て 、 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２ の ほ ぼ 中 間 部 お よ び 下 端 部 （ Ｌ ２ ） の  
、 広 幅 固 定 部 ３ １ と 合 致 す る ど ち ら か 一 方 の 位 置 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 同 様 に 、 上 側 の 断 熱 材 本 体 ２ １ の 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ）  
ま た は 下 端 部 （ Ｌ １ ） に 設 け ら れ 、 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２ の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） お よ び ほ ぼ  
中 間 部 の 、 広 幅 固 定 部 ３ １ と 合 致 す る ど ち ら か 一 方 の 位 置 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 そ し て 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ が 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ を 受 け る 。 間 柱 ２  
の 広 幅 受 部 ３ ２ が 、 上 側 の 断 熱 材 本 体 ２ １ の 広 幅 固 定 部 ３ １ 、 お よ び 、 下 側 の 断 熱 材 本 体  
２ １ の 広 幅 固 定 部 ３ １ を そ れ ぞ れ 受 け る 。 上 側 の 断 熱 材 本 体 ２ １ の 広 幅 固 定 部 ３ １ 、 お よ  
び 、 下 側 の 断 熱 材 本 体 ２ １ に 対 し 、 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 そ れ ぞ れ 長 手 方 向 の 同 じ 側 に 設 け  
て も 良 い し 、 互 い に 異 な る 側 に 設 け て も 良 い 。
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【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 下 側 の 断 熱 材 本 体 ２ １ の 下 端 部 （ Ｌ １ ） に 設 け ら  
れ 、 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２ の 下 端 部 （ Ｌ ２ ） に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 広 幅 固 定 部 ３ １  
は 、 上 側 の 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） に 設 け ら れ 、 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２ の 上 端  
部 （ Ｈ ２ ） に 設 け ら れ て い る 。 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 下 側 の 断 熱 材 本 体 ２ １ と 上 側 の 断 熱 材  
本 体 ２ １ と で 、 長 手 方 向 の 異 な る 側 に 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２  
の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） の 近 傍 お よ び 下 端 部 （ Ｌ ２ ） の 近 傍 の 両 方 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 通 常 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ と 、 広 幅 固 定 部 ３ １ と は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 上 下 反 転 し  
た と き に 、 互 い に 全 く ま た は ほ と ん ど 重 な ら な い 位 置 に 設 け る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ４ で は 、 通 常 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 一 方 の 端 部 に 対 し 、 一 方 の 端  
部 寄 り の 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 他 方 の 端 部  
に 対 し 、 他 方 の 端 部 か ら 、 通 常 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 長 さ 分 程 度 に 離 れ た 位 置 に 設 け ら れ  
て い る 。 反 対 に 、 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 他 方 の 端 部 寄 り の 位 置 に 設 け ら れ  
る と 共 に 、 通 常 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 一 方 の 端 部 か ら 、 広 幅 固 定 部 ３  
１ の 長 さ 分 程 度 に 離 れ た 位 置 に 設 け ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の 際 、 通 常 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ お よ び 広 幅 固 定 部 ３ １ を 断 熱 材 本 体 ２ １ の 端 部 か ら 僅  
か に 離 し て 設 け る こ と で 、 離 し た 部 位 を 断 熱 材 本 体 ２ １ の 長 さ の 調 整 代 ２ １ ｅ と し て 利 用  
す る こ と が で き る 。 即 ち 、 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 必 要 に 応 じ て 、 端 部 の 調 整 代 ２ １ ｅ の 部 分  
を 切 断 す る こ と で 長 さ を 微 調 整 で き る （ 現 場 合 わ せ ） 。 調 整 代 ２ １ ｅ は 、 カ シ メ 固 定 部 ２  
５ の 側 と 広 幅 固 定 部 ３ １ の 側 と の 一 方 ま た は 両 方 に 設 け る こ と が で き 、 両 方 に 設 け る 場 合  
に は 、 均 等 な 大 き さ に し て も 良 い が 、 し な く て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ＜ 作 用 ＞ 以 下 、 こ の 実 施 例 の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 例 え ば 、 建 物 ユ ニ ッ ト ８ で は 、 床 梁 ４ と 天 井 梁 ５ と の 間 に 設 置 さ れ た 間 柱 ２ に 対 し て 、  
外 壁 ７ が 室 内 側 １ ４ か ら リ ベ ッ ト に よ っ て 取 付 け ら れ る 。 ま た 、 間 柱 ２ に 対 し 、 木 レ ン ガ  
な ど の 取 付 部 材 ２ ７ が 、 室 内 側 １ ４ か ら 取 付 け ら れ る 。 そ し て 、 例 え ば 、 図 １ １ の 比 較 例  
の 場 合 と 同 様 に 、 外 壁 ７ の 内 側 に 対 し 、 断 熱 材 ４ １ が 、 室 内 側 １ ４ か ら 外 壁 ７ を 覆 う よ う  
に 取 付 け ら れ る 。 こ の 断 熱 材 ４ １ は 、 例 え ば 、 グ ラ ス ウ ー ル な ど の 無 機 系 の も の と し て も  
良 い 。 そ し て 、 間 柱 ２ の 部 分 に つ い て も 、 断 熱 材 ２ ６ が 、 室 内 側 １ ４ か ら 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 比 較 例 の 断 熱 材 ２ ６ は 、 断 熱 材 ４ １ と 同 様 の 、 グ ラ ス ウ ー ル な ど の 無 機 系 も の を 使 用 し  
て い る 。 こ の 場 合 、 断 熱 材 ２ ６ は 、 開 口 部 １ ３ を 通 る よ う に 変 形 さ せ な が ら 、 間 柱 ２ の 内  
側 へ 押 し 込 む よ う に し て 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 し か し 、 間 柱 ２ の 内 側 に 、 グ ラ ス ウ ー ル な ど の よ う な 、 変 形 し 易 く 、 形 状 が 定 ま ら な い  
断 熱 材 ２ ６ を 設 置 し た 場 合 、 断 熱 材 ２ ６ の 変 形 に よ っ て 開 口 部 １ ３ と の 間 に 隙 間 が で き 易  
い 。 す る と 、 隙 間 か ら 間 柱 ２ の 内 外 へ の 空 気 の 出 入 り が 生 じ る こ と で 、 熱 性 能 が 低 下 す る  
と い う 問 題 が あ っ た 。 そ こ で 、 間 柱 ２ の 内 側 の 容 積 よ り も 大 き め の グ ラ ス ウ ー ル を 詰 め 込  
ん で 隙 間 を で き 難 く し て い る が 、 大 き め に す る と 、 グ ラ ス ウ ー ル の 間 柱 ２ へ の 挿 入 作 業 に  
手 間 と 時 間 が か か り 、 生 産 性 が 低 下 す る 。 ま た 、 大 き め に す る こ と で 、 グ ラ ス ウ ー ル の コ  
ス ト も 余 計 に か か る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 そ こ で 、 上 記 し た 変 形 に よ る 隙 間 を 起 因 と す る 断 熱 性 能 の 低 下 や 大 き め の グ ラ ス ウ ー ル  
の 挿 入 作 業 に 対 す る 生 産 性 の 低 下 な ど を 防 止 す る た め 、 図 １ ２ 、 図 １ ３ に 示 す よ う な 、 有  
機 系 素 材 に よ る 断 熱 材 ４ ２ を 使 用 す る こ と が 検 討 さ れ て い る 。 有 機 系 素 材 に よ る 断 熱 材 ４  
２ は 、 形 状 保 持 性 を 有 し て お り 、 安 定 し た 一 定 の 形 状 を 保 持 す る の で 、 変 形 に よ る 隙 間 が  
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で き 難 く 、 間 柱 ２ へ の 装 着 も グ ラ ス ウ ー ル と 比 べ る と 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 有 機 系 素 材 で 断 熱 材 ４ ２ を 形 成 し た 場 合 、 断 熱 材 ４ ２ を 間 柱 ２ に 保 持 さ せ る 固 定 手 段 が  
必 要 に な る 。 例 え ば 、 粘 着 テ ー プ で 断 熱 材 ４ ２ を 間 柱 ２ に 貼 り 付 け た 場 合 、 施 工 は 比 較 的  
簡 単 に で き る が 、 粘 着 テ ー プ だ と 、 建 物 １ の 耐 用 年 数 に 及 ぶ よ う な 長 期 間 に 亘 っ て 、 断 熱  
材 ４ ２ を 同 じ 位 置 に 保 持 し 続 け さ せ る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ れ に 対 し 、 間 柱 ２ に は 、 取 付 部 材 ２ ７ が 設 置 さ れ る た め 、 取 付 部 材 ２ ７ を 利 用 し て 断  
熱 材 ４ ２ を 保 持 さ せ る こ と が 考 え ら れ る 。 例 え ば 、 断 熱 材 ４ ２ に お け る 、 取 付 部 材 ２ ７ と  
干 渉 す る 部 分 に 、 取 付 部 材 ２ ７ の 開 口 部 １ ３ よ り も 室 内 側 １ ４ へ 突 出 さ れ た 部 分 に 嵌 め て  
保 持 さ せ る 穴 部 ４ ３ を 設 け る こ と が 考 え ら れ る 。 そ し て 、 取 付 部 材 ２ ７ に 穴 部 ４ ３ を き つ  
く 嵌 め 込 む こ と で 、 取 付 部 材 ２ ７ に よ っ て 、 断 熱 材 ４ ２ を 間 柱 ２ に 長 期 間 保 持 さ せ る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 し か し 、 取 付 部 材 ２ ７ に 穴 部 ４ ３ を 位 置 合 わ せ し て 嵌 合 す る 作 業 は 、 手 間 と 時 間 が か か  
る た め 、 生 産 性 が 悪 い 。 し か も 、 取 付 部 材 ２ ７ と 穴 部 ４ ３ と の 間 に は 、 そ れ ぞ れ の 寸 法 精  
度 や 位 置 精 度 、 取 付 精 度 の 問 題 が 生 じ る 。 ま た 、 穴 部 ４ ３ を 有 す る 断 熱 材 ４ ２ は 、 断 面 形  
状 が 全 長 に 亘 っ て 均 一 に な ら な い の で 、 複 雑 構 造 に な り 、 保 管 性 が 悪 く 、 穴 部 ４ ３ の 周 辺  
の 強 度 が 弱 く な る な ど の 問 題 も あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 更 に 、 間 柱 ２ の 取 付 部 材 ２ ７ は 、 そ れ 自 体 に 部 品 コ ス ト や 取 付 コ ス ト が か か り 、 ま た 、  
温 熱 性 能 上 の 欠 損 が 生 じ る こ と か ら 、 可 能 な 限 り 使 用 個 数 を 減 ら し た い と い う 要 望 が あ る  
。 そ し て 、 現 在 、 コ ー ナ ー 間 柱 ２ ａ 以 外 の 間 柱 ２ に つ い て は 、 構 造 的 に １ 箇 所 に ま で 減 ら  
す こ と が 可 能 に な っ て い る 。 こ の 場 合 、 上 記 し た 穴 部 ４ ３ と 取 付 部 材 ２ ７ と の 嵌 合 に よ る  
断 熱 材 ４ ２ の 保 持 が 成 立 し な く な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 そ こ で 、 こ の 実 施 例 で は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ に カ シ メ 固 定 部 ２ ５ を 一 体 に 有 す る 柱 用 断 熱  
材 ３ を 設 け た 。 そ し て 、 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ に カ シ メ 固 定 部 ２ ５ で カ シ  
メ 固 定 さ せ る よ う に し た 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 例 え ば 、 １ 箇 所 の み 取 付 部 材 ２ ７ が 設 け ら れ た 間 柱 ２ に 対 し て は 、 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 上  
下 に 分 け て 設 け る と 共 に 、 上 下 の 柱 用 断 熱 材 ３ を 、 間 柱 ２ に お け る 取 付 部 材 ２ ７ の 上 側 と  
下 側 と に 対 し て 別 々 に 取 付 け る よ う に す る 。 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 例 え ば 、 斜 め に 傾 け て 、 上  
端 側 ま た は 下 端 側 か ら 先 に 、 間 柱 ２ の 開 口 面 に 挿 入 す る よ う に 取 付 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 そ し て 、 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 第 一 部 分 ２ １ ａ を 、 室 内 側 １ ４ か ら 開 口 部  
１ ３ を 通 し て 、 裏 当 部 ２ ４ が 間 柱 ２ の 奥 面 に 突 当 た る ま で 、 間 柱 ２ の 内 側 へ 挿 入 し 、 開 口  
係 止 部 ２ ３ を 間 柱 ２ の 開 口 面 に 係 止 さ せ る こ と で 、 間 柱 ２ に 隙 間 な く 装 着 さ れ る 。 こ の と  
き 、 断 熱 材 本 体 ２ １ に 複 数 設 け ら れ た カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 複 数 の 位 置 で 断 熱 材 本 体 ２ １  
を 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ の 縁 部 に カ シ メ 固 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 取 付 部 材 ２ ７ に 頼 ら ず に 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ で 間 柱 ２ に  
自 己 保 持 で き る よ う に な る 。 ま た 、 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 固 定 の た め の 粘 着 テ ー プ な ど の 別 の  
固 定 手 段 を 必 要 と し な く な る 。 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 ほ ぼ 均 一 断 面 で シ ン プ ル な 形 状 に な る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 取 付 部 材 ２ ７ に 頼 ら な い の で 、 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 寸 法 精 度 や 位 置  
精 度 の 問 題 も 特 に 生 じ な い 。 ま た 、 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ を 有 し て い て も  
、 全 長 に 亘 っ て ほ ぼ 均 一 の 断 面 と な る の で 、 強 度 的 な 心 配 な ど も 特 に な い 。 即 ち 、 図 １ ２  
、 図 １ ３ の 断 熱 材 ４ ２ の よ う な 欠 点 が な い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
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　 こ の 際 、 間 柱 ２ は 、 ユ ニ ッ ト フ レ ー ム を 構 成 す る 柱 ６ や 天 井 梁 ５ や 床 梁 ４ の よ う な 高 い  
寸 法 精 度 が 要 求 さ れ な い の で 、 間 柱 ２ は 、 開 口 部 １ ３ の 寸 法 に あ る 程 度 の 誤 差 が 存 在 し て  
い る 。 そ の た め 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ が 設 計 値 よ り も 広 く な っ た り 狭 く な っ た り し て い る  
場 合 が 考 え ら れ る 。 開 口 部 １ ３ が 狭 い 場 合 は 、 特 に 支 障 が な く 使 え る が 、 開 口 部 １ ３ が 広  
い 場 合 に は 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 引 っ か か り が 弱 く な る た め 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を う ま く 保  
持 で き な い お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 そ こ で 、 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の １ つ を 、 広 幅 固 定 部 ３ １ に し た 。 こ れ に  
よ り 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ が 寸 法 誤 差 に よ っ て 設 計 値 よ り も 広 く な っ て い て も 、 広 幅 固 定  
部 ３ １ を 使 う こ と で 、 間 柱 ２ に 柱 用 断 熱 材 ３ を 取 付 け て 広 幅 固 定 部 ３ １ で 確 実 に 保 持 さ せ  
る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 即 ち 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ が 設 計 値 通 り 、 ま た は 、 設 計 値 よ り も 狭 い 場 合 に は 、 柱 用 断  
熱 材 ３ を 正 規 の 向 き に し て 使 用 す る 。 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 広 幅 受 部 ３ ２ の 位 置 に 設 置 さ れ  
る こ と で 、 広 幅 受 部 ３ ２ と の 間 で 、 カ シ メ 固 定 を 行 う 。 通 常 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ も 開 口 部  
１ ３ に カ シ メ 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ が 設 計 よ り も 広 く な っ て い る 場 合 に は 、 柱 用 断 熱 材 ３ を 上 下 反 転 し  
て 、 広 幅 固 定 部 ３ １ の 位 置 を 変 え て 使 用 す る 。 広 幅 固 定 部 ３ １ は 、 広 幅 受 部 ３ ２ 以 外 の 開  
口 部 １ ３ の 位 置 に 設 置 さ れ る こ と で 、 開 口 部 １ ３ と の 間 で カ シ メ 固 定 を 行 う 。 広 幅 固 定 部  
３ １ は 、 設 計 値 よ り も 広 く な っ て い る 開 口 部 １ ３ に 対 し て 適 合 す る 。 そ の た め 、 間 柱 ２ の  
開 口 部 １ ３ が 設 計 値 よ り 広 く な っ て い て も 、 柱 用 断 熱 材 ３ を 、 間 柱 ２ に 保 持 さ せ る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ＜ 効 果 ＞ こ の 実 施 例 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 （ 効 果  １ ） 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 有 機 系 素 材 で 形 成 し て も 良 い 。 有 機 系 素 材 に よ る 柱 用 断  
熱 材 ３ は 、 形 状 保 持 性 を 有 し て お り 、 一 定 の 形 状 に 保 持 さ れ る の で 、 例 え ば 、 グ ラ ス ウ ー  
ル の よ う に 柔 軟 に 変 形 し て 開 口 部 １ ３ と の 間 に 隙 間 を 生 じ 、 隙 間 か ら 空 気 が 出 入 り し て 断  
熱 性 能 が 低 下 す る よ う な こ と が な い 。 即 ち 、 有 機 系 素 材 に よ る 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 断 熱 材 本  
体 ２ １ の 変 形 に よ る 隙 間 に 起 因 す る 断 熱 性 能 の 低 下 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 有 機 系 素 材 に よ る 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ と 、 開 口 係 止 部 ２ ３ と 、 裏 当 部 ２ ４  
と を 有 し て も 良 い 。 こ れ に よ り 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ へ 室 内 側 １ ４ か ら  
挿 入 す る だ け で 、 裏 当 部 ２ ４ が 間 柱 ２ の 奥 面 に 突 当 て ら れ 、 開 口 係 止 部 ２ ３ が 間 柱 ２ の 開  
口 部 １ ３ の 両 側 に 係 止 さ れ て 開 口 部 １ ３ を 塞 ぎ 、 間 柱 ２ に 隙 間 な く 装 着 さ れ る 。 断 熱 材 本  
体 ２ １ が 裏 当 部 ２ ４ を 有 す る こ と で 、 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 体 積 を 小 さ く で き る と 共 に 、 間  
柱 ２ の 内 側 に 精 度 良 く 設 置 で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ の と き 、 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 第 一 部 分 ２ １ ａ の 側 面 ２ １ ｃ の 一 部 の 幅 寸 法 Ｗ ２ を 間 柱  
２ の 開 口 部 １ ３ の 幅 寸 法 Ｗ ３ よ り も 部 分 的 に 広 く 形 成 し た カ シ メ 固 定 部 ２ ５ を 変 形 さ せ て  
、 開 口 部 １ ３ に カ シ メ 固 定 さ せ て も 良 い る 。 こ れ に よ り 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の 復 元 力 に よ  
っ て 断 熱 材 本 体 ２ １ は 間 柱 ２ に 自 己 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 そ の た め 、 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 間 柱 ２ に 固 定 す る た め の 粘 着 テ ー プ な ど  
の 別 の 固 定 手 段 を 不 要 に で き る 。 ま た 、 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 間 柱 ２ に 取 付  
け る た め に 、 木 レ ン ガ な ど の 取 付 部 材 ２ ７ を 使 用 し な く て 済 む 。 そ の 分 、 建 物 ユ ニ ッ ト ８  
は 、 取 付 部 材 ２ ７ を 削 減 し て 、 取 付 部 材 ２ ７ の コ ス ト や 施 工 の 手 間 な ど を 削 減 で き る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 そ し て 、 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ に よ り 、 長 期 間 に 亘 っ て 断 熱 材 本 体 ２ １ を  
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間 柱 ２ の 同 じ 位 置 に 自 己 保 持 で き る 。 ま た 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 外 部 の 振 動 に よ る 断 熱  
材 本 体 ２ １ の 間 柱 ２ か ら の 脱 落 を 防 止 で き る 。 更 に 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 断 熱 材 本 体 ２  
１ の ガ タ 付 き に よ る 音 鳴 り を 防 止 で き る 。 そ し て 、 断 熱 材 本 体 ２ １ は 、 建 物 １ の 耐 用 年 数  
、 例 え ば 、 ６ ０ 年 以 上 も の 長 期 間 に 亘 っ て 変 わ る こ と な く 断 熱 効 果 を 安 定 し て 発 揮 し 続 け  
る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 （ 効 果  ２ ） 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ を 断 熱 材 本 体 ２ １ に 複 数 設 け て も 良 い  
。 こ れ に よ り 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 、 複 数 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ に よ っ て 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １  
３ に 複 数 箇 所 で 安 定 し て カ シ メ 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 柱 用 断 熱 材 ３ は 、 複 数 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ の １ つ を 、 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ よ り も 幅 が  
広 い 広 幅 固 定 部 ３ １ に し て 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 中 央 部 以 外 の 位 置 に 設 け て も 良 い 。 こ れ に  
よ り 、 他 の カ シ メ 固 定 部 ２ ５ よ り も 圧 着 力 の 強 い 広 幅 固 定 部 ３ １ を 備 え る こ と が で き る 。  
そ し て 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 上 下 反 転 し て 、 広 幅 固 定 部 ３ １ の 上 下 方 向 Ｚ に 対 す る 位 置 を 変  
え る こ と で 、 広 幅 固 定 部 ３ １ を 開 口 部 １ ３ の 別 の 位 置 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 間 柱 ２ は 、 開 口 部 １ ３ の 広 幅 固 定 部 ３ １ と 合 致 す る 位 置 に 、 広 幅 固 定 部 ３ １ を 収 容 す る  
広 幅 受 部 ３ ２ を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 正 規 の 状 態 で は 、 広 幅 固 定 部 ３ １ を 広 幅 受 部 ３ ２ に  
て 受 け さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 上 下 反 転 す る こ と で 、 広 幅 固 定 部 ３  
１ を 広 幅 受 部 ３ ２ と は 異 な る 位 置 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 そ の た め 、 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ に 寸 法 誤 差 が あ っ て 、 開 口 部 １ ３ が 広 く な っ て い る 場 合  
に 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 上 下 反 転 し て 開 口 部 １ ３ に 取 付 け る こ と で 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 広 幅  
固 定 部 ３ １ に よ っ て 開 口 部 １ ３ に カ シ メ 固 定 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 柱 用 断 熱 材 ３ は  
、 開 口 部 １ ３ の 寸 法 誤 差 に そ の ま ま 対 応 で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 （ 効 果  ３ ） 柱 用 断 熱 材 ３ で は 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １  
） の 近 傍 と 、 下 端 部 （ Ｌ １ ） の 近 傍 と の ２ 箇 所 に 設 け ら れ て も 良 い 。 こ れ に よ り 、 カ シ メ  
固 定 部 ２ ５ は 、 最 小 限 の 数 に 減 ら す こ と が で き る 。 ま た 、 カ シ メ 固 定 部 ２ ５ は 、 分 か り 易  
く 、 扱 い 易 い 位 置 に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 柱 用 断 熱 材 ３ で は 、 広 幅 受 部 ３ ２ は 、 間 柱 ２ の 上 端 部 （ Ｈ ２ ） の 近 傍 お よ び 下 端 部 （ Ｌ  
２ ） の 近 傍 の 少 な く と も 一 方 に お け る 、 広 幅 固 定 部 ３ １ と 合 致 す る 位 置 に 設 け ら れ て も 良  
い 。 こ れ に よ り 、 間 柱 ２ の 加 工 し 易 く 、 扱 い が 容 易 な 位 置 に 広 幅 受 部 ３ ２ を 設 け る こ と が  
で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ま た 、 広 幅 固 定 部 ３ １ も 断 熱 材 本 体 ２ １ の 上 端 部 （ Ｈ １ ） の 近 傍 と 、 下 端 部 （ Ｌ １ ） の  
近 傍 と の 一 方 の 形 成 し 易 く 、 扱 い 易 い 位 置 に 設 け る こ と が で き る 。 そ し て 、 広 幅 固 定 部 ３  
１ が 断 熱 材 本 体 ２ １ の 端 部 に 位 置 す る こ と で 、 断 熱 材 本 体 ２ １ を 間 柱 ２ の 開 口 部 １ ３ に 対  
し て 装 着 し 易 く な る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ２       間 柱
　 ３       柱 用 断 熱 材
　 １ ３     開 口 部
　 １ ４     室 内 側
　 １ ６     ウ ェ ブ 部 （ 奥 面 ）
　 ２ １     断 熱 材 本 体
　 ２ １ ａ   第 一 部 分
　 ２ １ ｂ   第 二 部 分
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　 ２ １ ｃ   側 面
　 ２ ２     挿 入 方 向
　 ２ ３     開 口 係 止 部
　 ２ ４     裏 当 部
　 ２ ５     カ シ メ 固 定 部
　 ３ １     広 幅 固 定 部
　 ３ ２     広 幅 受 部
　 Ｈ １     上 端 部 （ 柱 用 断 熱 材 ）
　 Ｌ １     下 端 部 （ 柱 用 断 熱 材 ）
　 Ｈ ２     上 端 部 （ 間 柱 ）
　 Ｌ ２     下 端 部 （ 間 柱 ）
　 Ｗ １     幅 寸 法 （ 第 一 部 分 ）
　 Ｗ ２     幅 寸 法 （ カ シ メ 固 定 部 ）
　 Ｗ ３     幅 寸 法 （ 開 口 部 ）
　 Ｗ ４     幅 寸 法 （ 広 幅 固 定 部 ）
　 Ｗ ５     幅 寸 法 （ 広 幅 受 部 ）
　 Ｚ       上 下 方 向
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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